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頭

1．DXハイスクールとは何か

大学教育段階で，デジタル・理数分野への学部
転換の取り組みが進む中，その政策効果を最大限
発揮するためには，高等学校段階におけるデジタ
ル等成長分野を支える人材育成の抜本的強化が必
要であるという現状の課題が存在する。「高等学校
DX加速化推進事業（DXハイスクール）」は，そ
の課題解決のために文部科学省が設けた「情報，
数学等の教育を重視するカリキュラムを実施する
とともに，ICTを活用した文理横断的な探究的な
学びを強化する公立・私立の高等学校等1,000校
程度に対し，そのために必要な環境整備の経費1
校あたり上限1,000万円を支援する」事業である。［1］

その2024年度の採択校1,010校（公立 746校，

私立 264校）が4月16日に発表された。採択は，
採択基準［2］に示された評価項目（その主なものを
次に示す）の得点に従って行われたと考えられる。
評価項目1－1「情報Ⅱ等を令和6年度におい
てすでに開設していること。また，遅くとも令
和8年度までに受講生徒数の割合を全体の2割
以上とすることを目指すこと」または，
評価項目1－2「情報Ⅱ等の開設に向けた具体
的な検討を遅くとも令和6年度中に開始し，必
要な準備を進めること。その際，遅くとも令和
8年度までに新規開設するとともに，早期に受
講生徒数の割合を全体の2割以上とすることを
目指していること」
評価項目2「デジタルを活用した課外活動又は
授業を実施するための設備を配備したスペース
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を整備し，情報，数学，理科，理数，専門教科
（情報・理数系の要素を含むもの）等の教育内
容の充実，文理横断的・探究的な学びの機会の
確保，対話的・協働的な学びの充実を図ること」

2．DXハイスクールの事例

DXハイスクールの取り組み事例は文部科学省
のホームページに掲載されている。

（https : / / www.mext. go. jp / a _menu / shotou /
shinkou/shinko/mext_02811.html）

また，採択された高等学校のホームページや
SNSでも「DXハイスクールに採択されました！」
という報告や，取り組みが公開されており，その
いくつかを紹介する。
島根県立江津工業高等学校 機械・ロボット科
を中心に進められており，DXハイスクールの
テーマである「ゲームを用いたプログラミング
学習」に1年生が取り組み，自治体で開催され
たイベントに展示した報告や，2年生になると

「情報Ⅱ」を履修することが記載されている。
（https://www.gotsu-th.ed.jp/subject/machine-
robot/dx/）

和歌山県立笠田高等学校 商業科課題研究「情
報探究」の授業で，DXハイスクールの取り組
みの一環としてプログラミングによるドローン
飛行が行われたことが記載されている。

（https://www.instagram.com/kaseda_high_
school/p/C6YR8rxS3bK/?img_index=1）

3．情報教育課程の設計指針の改訂

日本学術会議情報学委員会情報学教育分科会で
は，初等中等教育，および高等教育における共通
教育ならびに専門基礎教育までの各段階につい
て，情報学のうちから何を学ぶことが望まれるか
を検討し整理した「情報教育課程の設計指針」

（以下「設計指針」）［3］を2020年に公表している。
2016年3月23日に日本学術会議より報告「大学教
育の分野別質保証のための教育課程編成上の参照
基準 情報学分野」（以下「参照基準」）［4］が公表さ
れていた。「設計指針」は，この「参照基準」を
もとに，各教育段階での教育内容について詳細に
検討されたものである。

ここで，「設計指針」の内容を概説しておく。
情報学分野の「参照基準」では，ジェネリックス

領域 カテゴリとその記号 情報学固有の知識 ジェネリックスキル 専門的能力
情報とコンピュータ
の仕組み

A. 情報およびコンピュータの原理 情報一般，機械情報，
情報処理，人間社会，
システム

論理，問題解決 倫理社会，
システム

プログラミング C. モデル化とシミュレーション・
最適化

情報一般，機械情報，
システム

創造性，論理，問題解決 情報処理，
システム

E. 計算モデル的思考 情報一般，機械情報 創造性，論理，問題解決 情報処理，
システム

F. プログラムの活用と構築 機械情報，情報処理，
システム

論理，問題解決 情報処理，
システム

情報の整理や作成・
データの扱い

B. 情報の整理と創造 人間社会 創造性，論理，コミュ，
主体性

D. データとその扱い 情報一般，機械情報，
情報処理，人間社会

創造性，論理，問題解決 情報処理，
システム

情報コミュニケーシ
ョンや情報メディア
の理解

G. コミュニケーションとメディア
および協調作業

情報一般，機械情報，
人間社会

創造性，問題解決，
コミュ，チーム

倫理社会

情報社会における情
報の倫理と活用

H. 情報社会・メディアと倫理・法・
制度

機械情報，人間社会，
システム

論理，問題解決，コミュ，
チーム

システム，
倫理社会

（総合情報処理能力） I. 論理性と客観性 機械情報，人間社会，
システム

論理，問題解決，コミュ，
チーム

倫理社会

J. システム的思考 人間社会，システム 問題解決，コミュ システム
K. 問題解決 問題解決，チーム，

主体性
システム

表1 情報教育における分野の分類（文献［5］より抜粋）



3

キルとして，以下のア～カが定められている。括
弧内は「設計指針」で用いられている略称である。

ア 創造性（創造性）：創造力・構想力・想像力
イ 論理的思考・計算論的思考（論理）：論理的

思考能力・論理的緻密さ・演繹する能力・
概念化・モデル化・形式化・抽象化を行う
能力

ウ 課題発見・問題解決（問題解決）：問題発見
能力・問題解決能力・システム思考・クリ
ティカルシンキング

エ コミュニケーション（コミュ）：コミュニケ
ーション能力・プレゼンテーション能力

オ チームワーク・リーダシップ・チャンス活
用（チーム）：協調性・リーダシップ・ス
トレス耐性

カ 分野開拓・自己啓発（主体性）：主体的に学
習する能力・融合する力・関連付ける力

「設計指針」では，情報教育の学習内容がＡ～
Ｋの11カテゴリにまとめられている（表1参照）。
11カテゴリのうち，Ａ～Ｈの8カテゴリは，狭い
意味で情報教育と一般に捉えられているものであ
り，これらはさらに5つの領域に分類される。Ｉ
～Ｋの3カテゴリは，前述のジェネリックスキル
から成っている。各カテゴリは3～5個の項目か
ら成り，そのそれぞれは4つのレベルに分けられ
ている。各レベルには，そのレベルの内容を扱う
ことが想定される学校段階と科目が指定される。

現在，同情報学教育分科会では，この「設計指
針」の改訂が動き始めている。改訂にあたっては，
Ｇ「コミュニケーションとメディアおよび協調作
業」，Ｈ「情報社会・メディアと倫理・法・制度」
のあたりが大幅に追加・修正されるものと思われ
る。また新たにAIに関する記述が追加されるで
あろう。また，小学校では2020年度から，中学校
では2021年度からプログラミング教育が必修化さ
れたことから，カテゴリの各項目に設定されてい
るレベルの学校段階と科目について情報学として
ふさわしい内容が初等中等教育の各段階において
位置付けられることであろう。

加えて，既に「設計指針」で示されているＩ「論
理性と客観性」は現行の「高等学校指導要領 情
報」には明確に示されていないなど，既に「設計
指針」で示されていることにおいても，指導要領
を改訂する際には参考にして欲しい点があること
も述べておく。

4．新しい技術

2022年11月にChatGPTが公開されたことは，
かなり社会に影響を及ぼしているが，ChatGPT
のような生成AIはこれから社会に出る人が皆，
検索エンジンと同じように使うことが想定され
る。2023年7月に文部科学省初等中等教育局が公
表した「初等中等教育段階における生成AIの利
用に関する暫定的なガイドライン」［6］に示されて
いること（深層学習，LLM，「統計的にそれらし
い応答」を生成，回答は誤りを含む可能性，ハル
シネーション，プロンプト，対象分野に関する一
定の知識や自分なりの問題意識とともに，真偽を
判断する能力が必要，トランスフォーマー型深層
ニューラルネットワークなど）は少なくとも大学
に入る前に一通り知っている必要がある。

生成AIとはどのようなシステムなのか。これ
については，

情報Ⅰや情報Ⅱ，あるいは専門教科情報科の
「情報産業と社会」「情報の表現と管理」などの
授業で扱ってよい話題

であり，
望ましい利用方法を生徒が自覚できる指導を

と文献［7］にもあるとおり，上記の言葉について，
表面上だけでなく，どういうことであるのか，何
が求められているのかを初等中等教育で学ぶ必要
がある。

生成AIだけでなく，今後も新しい情報技術が
現れてくるだろう。それに伴い，人間側がそれら
の技術にどう関わっていくべきか，モラルの問題
も出てこよう。すでにSNS上の誹謗中傷や炎上の
問題，エコーチェンバーやフィルターバブルとい
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った問題にも対応していかねばならない。AIの
判断が社会に及ぼす影響，倫理的な課題の解決に
も取り組む必要がある。それは，もはや一部の人
だけに必要とされる専門的な知識ではない。AI
は社会全体に影響を及ぼすのであるから，これか
ら社会に出る人が皆，考えていかねばならないこ
となのである。

高等学校「情報Ⅰ」は必履修科目，「情報Ⅱ」
は選択科目であるが，新しい技術に関する内容は
現行の「情報Ⅱ」の内容のさらに上をいくもので
あろうから現行の「情報Ⅱ」がより広く学べるよ
うになることが望ましい。

5．DXハイスクールで育てられる人材

このような社会状況を考えると，DXハイスク
ールに期待することが見えてくる。DXハイスク
ールの目的は「高等学校段階におけるデジタル等
成長分野を支える人材育成の抜本的強化」であっ
たが，「デジタル等成長分野を支える人材」が身
につけているべき素養を具体的にまとめると次の
ようになるだろう。
● Society 5.0を作り出す技術の仕組みを知って

いる
● 社会の中でどのような形でプログラミング，

データ，AIが使われていて，人間にどのよ
うな影響を与えるのかを体験している

● AIガバナンスのように，直接体験できない
が，社会全体にAIが与えている影響につい
て問題発見し，チームで解決法を考える

● 技術の進歩，特にAIが人間の感情や行動を
変化させ，人間の能力を拡張させていること
を認識する。自分自身を鍛錬し，新しいアイ
デアを生み出す，自分の考えを深めてより高
度な思考力を身につける

以上のような素養を身につけるためには，「参
照基準」のジェネリックスキルを身につけている
必要がある。それぞれのスキルが「設計指針」で
どのカテゴリに属するかを確かめることによって
具体的な取り組みの内容を計画できるのではない
だろうか。DXハイスクール事業で整備したハー

ドウェアを効果的に使って様々な取り組みを行う
ことによって，上記の人材が育成されることを期
待する。「情報Ⅱ」の内容の一つである「情報と
情報技術を活用した問題発見・解決の探究」の実
施は有効であろう。
「情報Ⅱ」を担当する高等学校の教員の多くが，

より実践的で，より探究的である「情報Ⅱ」の授
業を行うことに不安や心理的負担を感じていると
いう声がある。最後に，筆者が情報処理学会「高
等学校教員・研修委員会」委員長であることを踏
まえ，そのような高等学校教員を支援する内容の
提言を情報処理学会が行なっている［8］ので，ぜひ
ご利用いただきたい旨を申し述べて，本稿の締め
くくりとしたい。
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